
安齋徹　　女性の活躍推進に向けた大学教育の挑戦107

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
大
学
教
育
の
挑
戦

女
子
大
学
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
た
人
材
育
成
の
試
み

安
齋 

徹

１
．
は
じ
め
に

女
性
の
活
躍
推
進
は
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置
付
け
ら
れ
、
女
性
の
活

躍
推
進
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
を
見
聞
し
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
状
に
お
い
て
、
女
性
管
理
職
比
率
は
低
く
、
男
女
の
賃
金

差
も
大
き
い
。
出
産
・
育
児
期
に
退
職
す
る
女
性
は
依
然
と
し
て
多
く
、
性

別
役
割
分
業
に
根
差
し
た
意
識
も
残
存
し
、
日
本
の
女
性
の
活
躍
は
極
め
て

限
定
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
武
石
、2014: 16

）。
国
際
的
に

み
て
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
社
会
や
企

業
で
の
啓
発
や
実
践
の
み
な
ら
ず
、
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ

り
、
と
り
わ
け
女
子
大
学 1
が
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
い
。
筆
者 2
は
実
務
経

験
を
有
す
る
教
員
と
し
て
、
閉
塞
感
漂
う
社
会
や
企
業
に
少
し
で
も
風
穴
を

開
け
ら
れ
る
よ
う
な
元
気
と
勇
気
の
あ
る
人
材
の
育
成
を
祈
念
し
て
お
り
、

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
て
大
学
教
育
が
果
た
し
う
る
役
割
を
模
索
し
て
い

る
（
安
齋
、2014: 57-72

）。
本
論
で
は
、
女
子
大
学
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
を
通
じ
た
人
材
育
成
の
事
例
を
提
示
し
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
大

学
教
育
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

２
．
背
景

（
１
）
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
人
材
育
成
の
必
要
性

指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
30
％
程
度
と
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す
る
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
て
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

矢
島
は
様
々
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
上
で
、
両
立
支
援
制
度
の
利
用
普
及
に

対
し
て
、
女
性
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
矢
島
、2014: 77

）。
筆
者
は
、
制
度
や
環
境
面

の
整
備
・
充
実
や
評
価
に
関
す
る
取
り
組
み
に
比
べ
、
女
性
の
人
材
育
成
と

い
う
「
本
丸
」
へ
の
対
応
が
手
薄
な
状
況
を
憂
慮
し
て
い
る
。
女
性
の
人

材
育
成
は
一
朝
一
夕
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
（
安
齋
、2014: 

42-43

）、
企
業
が
女
性
の
活
躍
を
促
す
た
め
に
は
入
社
時
か
ら
成
長
に
応
じ

た
人
材
育
成
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

永
瀬
・
山
名
は
女
性
が
昇
進
す
る
条
件
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
の
積
み
重
ね
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
（
永
瀬
・
山
名
、2012: 95

）。
積
み
重
ね
を
段
階
分
け
し
た
も
の
と

し
て
白
石
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
期
、
ミ
ド
ル
期
、
シ
ニ
ア
期
に
お
け
る
仕
事
の
ア

サ
イ
ン
・
業
績
・
評
価
の
仕
組
み
化
が
重
要
で
あ
る
と
唱
え
て
い
る
（
白
石
、

2014: 26-27

）（
図
表
1
）。

入
社
直
後
を
ジ
ュ
ニ
ア
期
と
捉
え
て
い
る
が
、
入
社
以
前
の
学
生
時
代
を

言
わ
ば
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
つ
な
が
る
人
材
育
成
の
基
礎
固
め
の
時
期
と
認
識
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
特
に
女
性
の
場
合
、
就
業
後
に
出
産
・
育

児
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
が
中
断
す
る
可
能
性
が
高
く
、
学
生
時
代 3
も
含

め
た
長
期
的
な
観
点
か
ら
人
材
育
成
を
企
図
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
」
に
お
け
る
人
材
育
成
を
担
う
の
が
大
学
教
育

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
大
学
教
育
の
意
義
を
改

め
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
大
学
教
育
へ
の
期
待

で
は
、
企
業
は
女
性
人
材
の
育
成
に
向
け
て
大
学
教
育
に
何
を
期
待
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
槻
は
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
じ
て
企

入社

　

　↓

ジュニア期：新しい仕事が次から次へと舞い込む状況が

　　　　　　常態になり、業務遂行能力が磨かれる。時

　　　　　　には、役割外や分不相応な業務も引き受け

　　　　　　失敗する。

　↓

ミドル期：　大きな成果を期待された業務を任され、乗

　　　　　　り越えることで成長していく。

　↓

シニア期：　タフな業務が任され真価が問われる。

出典 : 白石久喜、2014 年、「「欧州の特別な努力」と「日本の偶然」に

見る日本企業がこれからとるべき道とは？」、『Works』第 20 巻第 1号

所収、p.26-27（筆者が一部修正）

図表1　女性人材のキャリア形成
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業
が
求
め
る
女
性
人
材
像
と
し
て
、
第
一
に
多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
き
ち

ん
と
自
己
主
張
が
で
き
、
し
た
た
か
に
自
分
の
意
を
通
し
、
組
織
に
新
し
い

価
値
観
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
人
材
、
第
二
に
決
ま
っ
た
枠
組
み
を
き

ち
ん
と
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
な
り
に
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
ー
を
付
け

加
え
、
主
体
的
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
第
三
に
ど
ん
な
状
況
で
も
乗

り
越
え
て
い
け
る
よ
う
な
人
材
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
起
業
家
精
神
を
持
っ

た
人
材
を
掲
げ
て
い
る
。
一
方
、
現
在
の
女
性
人
材
の
課
題
と
し
て
は
、
第

一
に
精
神
的
に
弱
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
自
分
か
ら
や
ろ
う
と
す
る

意
識
が
薄
い
こ
と
、
第
三
に
良
い
意
味
で
の
競
争
意
識
を
持
っ
て
お
ら
ず
協

調
性
ば
か
り
を
重
視
す
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
、
多
様
な
価
値
観
の
中
で
自

分
を
出
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
や
社
会
や
集
団
の
中
で
揉
ま
れ
な
が
ら
う

ま
く
い
か
な
い
経
験
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
学
教

育
に
対
し
て
は
、
目
先
の
就
職
と
は
別
の
次
元
で
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ

さ
せ
学
生
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
、
自
立
し
た
人
間
を
育
て
る
こ
と
、
人
間

と
し
て
の
力
を
総
合
的
に
伸
ば
す
こ
と
、
が
望
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い

る
（
大
槻
、2011: 26

）。

大
槻
の
分
析
は
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
」
と
し
て
の
大
学
教
育
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
、
積
極
性

や
主
体
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
タ
フ
ネ
ス
、
競
争
意
識
、
多
様
な
価
値
観

に
揉
ま
れ
な
が
ら
の
自
己
表
現
、
社
会
や
集
団
で
の
失
敗
経
験
、
視
野
を
広

げ
る
好
奇
心
、
総
合
的
な
人
間
力
と
い
う
要
素
が
並
ぶ
が
、
端
的
に
言
え
ば
、

教
養
教
育
、
専
門
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
留
ま
ら
な
い
骨
太
の
人
間
教
育

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
質

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
は
「
大
学
な
ど
で
教
員
の
指
導
の
も
と
に
少
数
の
学
生
が

自
ら
の
発
表
や
討
論
に
よ
り
主
体
的
に
学
習
を
進
め
る
形
の
授
業
、
ま
た
そ

の
教
授
方
式
」
で
あ
る
（
広
瀬
、1988: 635

）。
大
学
に
お
け
る
教
育
形
態

と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
、
教
員
が
一
方
的
に
研
究
成
果
を
教
授
す
る
講

義
形
式
と
対
照
を
な
し
、
ラ
テ
ン
語
のsem

inarium

（〈
苗
床
〉
の
意
）
を

語
源
と
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
広
瀬
、1988: 635

）。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
こ
そ
は
最
も
大
学
ら
し
い
授
業
形
態
で
あ
り
、
そ
の
教
育
効

果
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
毛
利
、2007: 1

）
一
方
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
に
関
す
る
実
証
研
究
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
個
別
性
が
強
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
毛
利
に

よ
れ
ば
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
三
つ
の
特
性
を
有
し
て
い
る
（
毛
利
、2007: 1

）。

第
一
に
多
様
性
で
あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
や
り
方
は
様
々
で
あ
り
、
教
育
す

る
条
件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
第
二
に
密
室
性
で
あ
る
。
多
人
数
が
受
講

す
る
講
義
に
比
し
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
第
三
に
全
人
性
で
あ
る
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
う
対
面
教
育
に
お
い
て
は
教
員
の
生
き
方
・
人
間
性
と
い

う
要
因
が
講
義
以
上
に
入
り
や
す
い
。

ま
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
関
す
る
実
証
研
究
の
多
く
は
初
年
次
教
育
お
よ
び
教
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養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
関
す
る
も
の
（
例
え
ば
、
林
・
藤
本
、2010: 186-189

、

中
村
、2009: 1-13

、
高
橋
、2008 : 85-104

）
で
あ
り
、
専
門
教
育
と
し

て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
関
す
る
実
証
研
究
は
僅
少
で
あ
る
（
伏
木
田
・
北
村
・

山
内
、2011: 158
）。
伏
木
田
・
北
村
・
山
内
は
、
学
部
三
～
四
年
生
が
対

象
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
焦
点
を
当
て
、
学
習
成
果
を
具
体
化
し
、
活
動
や
経
験

と
の
関
係
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
は
大
学
教
育
の
質
保
証
に
有
用
な
知
見

を
付
す
こ
と
に
な
る
と
指
摘
（
伏
木
田
・
北
村
・
山
内
、2011: 158

）
し
、

更
に
、
教
員
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
専
門
教
育
の
方
法
と
し
て
だ
け
で
な
く
共
同

体
と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
専
門
性
の
習
得
を
超
え
た
価
値
を
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
に
見
出
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（
伏
木
田
・
北
村
・
山
内
、2013: 143

）。

（
４
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
の
急
激
な

変
化
、
社
会
の
活
力
の
低
下
、
経
済
状
況
の
厳
し
さ
の
拡
大
、
日
本
型
雇
用

環
境
の
変
化
、
産
業
構
造
の
変
化
、
豊
か
さ
の
変
容
な
ど
、
大
き
な
構
造
的

変
化
に
直
面
し
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
中
、
大

学
教
育
の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
中
央
教
育
審
議
会
、2012: 1

）。

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的

転
換
に
向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
大
学

へ
～
」
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
な
知
識
の
伝
達
・
注
入
を
中
心
と
し
た
授

業
か
ら
、
教
員
と
学
生
が
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、
一
緒
に
な
っ
て
切
磋

琢
磨
し
、
相
互
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
知
的
に
成
長
す
る
場
を
創
り
、
学

生
が
主
体
的
に
問
題
を
発
見
し
解
を
見
出
し
て
い
く
能
動
的
学
習
（
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
（
中
央
教
育
審
議
会
、

2012: 9

）。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
個
々
の
学
生
の
認
知
的
、

倫
理
的
、
社
会
的
能
力
を
引
き
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
少
人
数

制
で
教
員
と
学
生
の
距
離
感
が
近
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
実
践
す
る
場
と
し
て
も
相
応
し
い 4
。

３
．
目
的
と
方
法

（
１
）
目
的

本
論
の
目
的
は
、
人
材
育
成
の
場
と
し
て
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
着
目
し
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
た
女
性
人
材
育
成
の
可
能
性
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

既
述
の
通
り
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
個
別
性
は
高
い
も
の
の
、
大
学
教
育
の
質
的

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
む
し
ろ
特
色
あ
る
事
例
研
究
を
積
み
上
げ
て

い
く
こ
と
で
大
学
教
育
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
２
）
方
法

筆
者
が
主
宰
す
る
Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部 5
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

（
二
〇
一
三
年
度
の
三
年
生
）
を
題
材
に
、
活
動
内
容
と
運
営
方
法
を
提
示
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し
た
上
で
、
様
々
な
指
標
で
三
年
終
了
時
の
学
生
の
変
化
を
確
認
し
た
。
従

来
の
先
行
研
究
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
自
己
分
析
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
客
観

性
を
担
保
す
る
た
め
に
全
国
の
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
大
学
三
年
生

二
〇
〇
名
を
対
象
に
「
大
学
三
年
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
に
関
す
る
意
識
調

査
」
も
並
行
的
に
実
施
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
関
す
る
全
国
的
な
調
査
は
寡

聞
で
あ
り
、
同
調
査
自
体
に
も
意
義
が
あ
っ
た
（
図
表
2
～
4
）。

教
育
成
果
を
測
定
す
る
指
標
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
・
テ
ス
ト
（C

areer A
ction-V

ision T
est

、
以
下
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｔ
）
と
社

会
人
基
礎
力
を
主
に
参
照
し
た
。
前
者
は
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

部
が
開
発
し
た
キ
ャ
リ
ア
意
識
の
発
達
に
関
す
る
効
果
測
定
テ
ス
ト 6
で
あ
り

（
田
澤
・
梅
崎
、2011: 70

）、
後
者
は
経
済
産
業
省
が
産
学
官
の
有
識
者
か

ら
構
成
さ
れ
る
研
究
会
で
の
検
討
を
経
て
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
力
を
明
確
化
し
た
能
力
要
素 7
で
あ
る
（
経
済
産
業
省
、2010: 2

）。

４
．
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
内
容
と
運
営
方
法

（
１
）
概
要

Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部
の
安
齋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 8
で
は
「
個
人
の
成
長
や
人
生
の

充
実
が
、
企
業
の
発
展
を
促
進
し
、
ひ
い
て
は
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
に
つ

な
が
る
よ
う
な
好
循
環
を
志
向
し
な
が
ら
、
人
的
資
源
管
理
と
そ
の
周
辺
領

域
を
研
究
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
、
二
〇
一
三
年
度
の
三
年
生
は
八
人
で

あ
っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
「
日
本
一
の
ゼ
ミ
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
た
。

（
２
）
活
動
内
容

五
つ
の
枠
組
み
に
分
類
し
て
多
様
な
活
動
を
行
っ
た
。

（
Ａ
）
ス
タ
デ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
キ
ス
ト
の
輪
読
と
全
員
参
加
の
討
議
に
よ
り
基
本
的
な
知
識
を
習
得

し
た
。
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
も
併
用
し
、
新
聞
記
事
も
題
材
と
し
て
利

図表２　調査の概要

人数 比率

男性 94 人 47.0%

女性＆共学大学 86 人 43.0%

女性＆女子大学 20 人 10.0%

人数 比率

人文系 52 人 26.0％ 

経済・商・経営学系 48 人 24.0％ 

法学系 33 人 16.5％ 

国際・社会学系 24 人 12.0％ 

生活科学系 2 人 1.0％ 

その他 41 人 20.5％ 

名称：大学 3 年のゼミナール活動に関する意識調査

時期：2014 年 2 ～ 3 月

対象：全国の文系学部に在籍しかつゼミナールに所属す

　　　る大学 3 年生 200 名

方法：株式会社クロス・マーケティングを通じたイン

　　　ターネット調査

図表３　回答者の属性

図表４　回答者の学部
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用
し
た
。

（
Ｂ
）
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

四
年
次
の
卒
業
研
究
の
前
段
階
と
し
て
、
研
究
テ
ー
マ
を
自
ら
選
定
し
、

前
期
（
五
千
字
以
上
）、
後
期
（
一
万
字
以
上
）
に
ゼ
ミ
・
レ
ポ
ー
ト

を
執
筆
し
た
。

（
Ｃ
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
外
の
コ
ン
テ
ス
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的
に
挑
戦
し
た
。
具
体
的

に
は
、「
大
学
生
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト 9
」、「
学
生
起
業
家
選
手
権11
」

な
ど
に
挑
戦
し
た
。
各
々
の
案
件
に
学
生
は
全
力
で
取
り
組
み
、「
大

学
生
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」（
東
日
本
ス
テ
ー
ジ
）
で
は
「
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
最
優
秀
賞
」、「
学
生
起
業
家
選
手
権
」
で
は
「
東
京

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
」
と
「
奨
励
賞
」
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た11
。

（
Ｄ
）
リ
ア
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
室
を
飛
び
出
す
活
動
を
通
じ
て
実
社
会
の
人
や
現
場
に
触
れ
視
野
を

広
げ
た
。
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
機
会
と
し
て
社
会
人
を
ゲ
ス
ト
に
招
い

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
学
内
で
開
催
し
た
ほ
か
、
工
場
見
学
や
企
業
訪

問
を
行
っ
た12
。

（
Ｅ
）
イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

懇
親
会
や
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
し
、
夏
に
は
二
泊
三
日
の
合
宿
を
実
施
し
た
。

秋
の
学
園
祭
で
は
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
模
擬
店
を
出
店
し
た
。

（
３
）
運
営
方
法

上
記
の
通
り
、
多
彩
な
活
動
を
行
っ
た
が
、
運
営
方
法
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
た
。

第
一
に
、
サ
ブ
ゼ
ミ
の
開
催
で
あ
る
。
Ｇ
女
子
大
学
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

開
催
は
原
則
と
し
て
週
一
回
で
あ
る
が
、
週
一
回
で
は
時
間
が
不
足
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
本
ゼ
ミ
に
加
え
て
、
サ
ブ
ゼ
ミ
を
開
催
し

た
。
本
ゼ
ミ
で
は
、
ス
タ
デ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
テ
キ
ス
ト
の
輪
読
と
討

議
）
と
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
各
自
の
研
究
発
表
）
を
行
い
、
サ
ブ

ゼ
ミ
で
、
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
一
～

二
ヶ
月
は
教
員
が
運
営
に
関
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
基
本
的
に
学
生
に
一
任

し
た
。
学
生
に
よ
る
運
営
は
学
生
の
自
主
性
を
育
む
も
の
で
あ
り
、
学
外
コ

ン
テ
ス
ト
の
期
限
が
切
迫
し
て
く
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
サ
ブ
ゼ
ミ
を
開
催

し
、
喧
々
諤
々
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
た
。「
サ
ブ
ゼ
ミ
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
勉
強
だ
け
で
な
く
様
々
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
、
学
生
生
活
を

有
意
義
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
二
に
、
案
件
ご
と
輪
番
で
の
リ
ー
ダ
ー
制
で
あ
る
。
通
例
、
ゼ
ミ
幹
事

や
ゼ
ミ
長
な
る
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
筆
者
は
役
割
が
固

定
化
す
る
こ
と
を
回
避
し
た
か
っ
た
。
大
小
様
々
な
案
件
の
リ
ー
ダ
ー
役
を

ア
ッ
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
割
り
振
り
、
毎
回
二
名
の
リ
ー
ダ
ー
を
選
任
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
案
件
の
運
営
責
任
を
担
い
、「
指
示
待
ち
で
は
務
ま
ら
な
い
」

こ
と
を
強
調
し
た
。
複
数
の
案
件
が
走
る
中
、
リ
ー
ダ
ー
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
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経
験
を
同
時
並
行
的
に
積
む
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
苦
労
や
悩
み
を
わ

か
り
合
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
た
。「
い
つ
も

違
う
人
が
リ
ー
ダ
ー
を
す
る
の
が
良
か
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
経
験
が
殆
ど
な
か
っ
た
が
、
リ
ー
ダ
ー
が
こ
ん
な
に
大
変
で
あ
る
こ
と

を
初
め
て
学
ん
だ
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
三
に
、
毎
回
席
替
え
し
て
の
ペ
ア
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
徹
底
で

あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
毎
回
席
替
え
を
実
施
し
、
特
定
の
メ
ン
バ
ー
で
固

ま
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
。
ペ
ア13
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
相
手
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
の

基
本
を
身
に
つ
け
た
。
そ
う
し
た
経
験
が
結
実
し
、
全
員
で
取
り
組
む
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
臆
せ
ず
異
な
る
意
見
を
ぶ
つ
け
合
い
な
が
ら
、

時
間
を
か
け
て
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
た
。「
今
ま
で
他
人
と
意
見
を
ぶ
つ

け
合
う
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
ゼ
ミ
生
と
の
討
論
を
通
し
て
自
分
と

は
全
く
異
な
る
意
見
を
聴
け
て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
四
に
、
毎
月
の
個
人
面
接
で
あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
全
体
と
し
て
負
荷
を

か
け
る
一
方
で
、
一
人
一
人
へ
の
き
め
細
か
い
ケ
ア
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

た
。
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
の
進
捗
を
確
認
し
つ
つ
、
学
生
生

活
全
般
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
運
営
や
人
間
関
係
に
つ
い
て
学
生
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
企
業
社
会
で
も
、
自
分
の
た
め
に
時

間
を
と
っ
て
く
れ
て
い
る14
と
感
じ
る
上
司
が
い
る
と
組
織
が
活
性
化
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
（
粟
津
、2013

）。「
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
安
心
感
が
あ
っ

た
」「
自
分
の
変
化
や
自
分
の
悩
み
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
場
で
あ

り
、
面
接
後
に
行
動
し
た
く
な
る
よ
う
な
面
接
で
あ
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

第
五
に
マ
ナ
ー
の
徹
底
で
あ
る
。
挨
拶
、
時
間
厳
守
や
メ
ー
ル
の
二
四
時

間
以
内
の
返
信
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
掲
げ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
行
動
指
針
を

策
定
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
三

強
調
し
、
叱
る
べ
き
こ
と
は
理
由
を
付
し
て
叱
る
よ
う
に
し
た
。「
普
段
誰

も
注
意
し
て
く
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
先
生
か
ら
の
貴
重
な
喝
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

（
４
）
特
徴

学
生
の
成
長
を
促
す
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
特
徴
と
し
て
三
点
を
掲
げ
た
い
。

第
一
に
、
高
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
募

集
時
か
ら
「
日
本
一
の
ゼ
ミ
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示

し
、
ゼ
ミ
の
理
念
に
賛
同
し
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
の
あ
る
こ
と
を
応
募
の

条
件
と
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
初
日
に
は
、「
日
本
一
○
○
○
の
ゼ
ミ
を
目

指
そ
う
！
」
の
「
○
○
○
」
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
の
が
恒
例
と
な
っ

て
お
り
、
当
該
学
年
で
は
「
や
る
気
の
あ
る
」「
誇
れ
る
」「
挑
戦
す
る
」

「Lively
な
」「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
」「
や
り
が
い
の
あ
る
」「
意
欲
的
な
」「
瞳

が
キ
ラ
キ
ラ
し
た
」
と
い
う
目
標
が
一
人
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
自
他
と

も
に
納
得
し
た
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
。
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第
二
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
で
あ
る
。
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ア

サ
イ
ン
メ
ン
ト
と
は
、
現
在
の
能
力
よ
り
も
高
め
の
任
務
を
与
え
る
こ
と
で

あ
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
能
力
以
上
の
案
件
を
同
時
並
行
で
複
数
こ
な
す

こ
と
を
課
す
こ
と
と
な
り
、
あ
る
意
味
、
社
会
に
出
た
ら
当
然
に
遭
遇
す
る

こ
と
の
疑
似
体
験
と
な
っ
た
。
企
業
で
の
実
務
経
験
を
経
て
い
る
筆
者
と
し

て
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
を
通
じ
て
時
に
は
失
敗
し
挫
折
も

体
験
し
、
そ
れ
で
も
成
長
が
促
さ
れ
る
こ
と
を
実
感
し
て
欲
し
い
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
。
学
生
に
と
っ
て
は
負
荷
を
感
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
度
重

な
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
し
な
や
か
さ
と
逞
し
さ
を
身
に
つ
け
て

い
っ
た
。「
複
数
の
案
件
を
同
時
に
こ
な
す
こ
と
に
対
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
の

低
下
に
つ
な
が
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
が
、
器
用
に
あ
る
い
は

短
期
効
率
的
に
取
り
組
め
ば
全
て
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
。
や
は
り
、
沢
山
の
事
柄
を
上
手
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
興
味
が
見
つ
か
っ
た
り
、

考
え
方
が
広
が
っ
た
り
す
る
と
思
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第
三
に
、
運
営
上
き
め
細
か
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。
毎
回
席

替
え
し
て
の
ペ
ア
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
徹
底
、
案
件
ご
と
の
輪
番
で

の
リ
ー
ダ
ー
制
や
毎
月
の
個
人
面
接
な
ど
、
筆
者
が
独
自
に
考
案
し
た
方
法

は
学
生
か
ら
も
好
評
で
あ
っ
た
。
Ｇ
大
学
Ｉ
学
部
は
比
較
的
小
規
模
の
学
部

で
あ
り
、
少
人
数
制
の
教
育
が
実
現
で
き
る
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
で

あ
っ
た
。「
い
つ
も
違
う
人
が
リ
ー
ダ
ー
を
や
る
の
が
良
か
っ
た
。
二
人
で

や
る
こ
と
に
よ
っ
て
情
報
共
有
の
大
切
さ
や
支
え
合
い
が
で
き
た
の
で
、
二

人
と
い
う
の
も
大
事
で
あ
っ
た
」「
定
期
的
な
面
接
に
と
て
も
助
け
ら
れ
た
。

何
か
あ
れ
ば
絶
対
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

５
．
調
査
結
果

（
１
）
大
学
三
年
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
に
関
す
る
意
識
調
査

回
答
者
二
〇
〇
名
が
所
属
す
る
大
学
三
年
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
一
名
か
ら

四
〇
名
に
及
び
平
均
一
一
・
七
名
で
あ
っ
た
。
同
じ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
言
っ
て

も
規
模
に
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た15
（
図
表
5
）。

88
％
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
は
原
則
週
一
回
で
あ
っ
た
。
原
則
週
二
回
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
（
図
表
6
）。

教
室
外
の
活
動
に
つ
い
て
「
大
い
に
あ
っ
た
」
を
5
、「
な
か
っ
た
」
を

1
と
す
る
と
平
均
2
．8
で
あ
っ
た
。「
大
い
に
あ
っ
た
」（
13
．0
％
）
と

「
や
や
あ
っ
た
」（
29
．5
％
）
と
回
答
し
た
者
に
教
室
外
で
の
活
動
内
容

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
具
体
的
に
は
合
宿
が
21
．0
％
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が

10
．5
％
、
地
域
貢
献
や
社
会
貢
献
の
取
り
組
み
が
9
．0
％
、
企
業
や
工

場
な
ど
の
訪
問
・
見
学
が
9
．0
％
、
他
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
の
交
流
が

9
．02
％
、
学
園
祭
で
の
発
表
や
出
店
が
8
．5
％
、
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
や
イ

ベ
ン
ト
へ
の
挑
戦
が
6
．0
％
で
あ
っ
た
。
思
い
の
ほ
か
教
室
外
で
積
極
的
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に
活
動
し
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
少
な
か
っ
た
（
図
表
7
、
8
）。

5
段
階
評
価
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

の
認
識
は
3
．4
、
ハ
ー
ド
さ
は
2
．8
、
忙
し
さ
は
2
．9
、
総
体
評
価
は

3
．7
、
成
長
実
感
は
3
．4
で
あ
っ
た
（
図
表
9
～
13
）。

な
お
、
性
別
・
大
学
別
に
み
る
と
、
残
念
な
が
ら
女
子
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー

図表 5　ゼミナールの人数

20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0
1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40

（人）

図表 6　ゼミナールの開催頻度

人数 比率

原則週 1 回 176 人 88.0％

原則週 1 回であるが繁忙時には週 2 回以上になる 18 人 9.0％

原則週 2 回 5 人 2.5％

原則週 2 回であるが繁忙時には週 3 回以上になる 0 人 0.0％

その他 1 人 0.5％

＜平均 2.8 ＞ 人数 比率

5．大いにあった 26 人 13.0％ 

4．ややあった 59 人 29.5％ 

3．どちらともいえない 23 人 11.5％ 

2．あまりなかった 40 人 20.0％ 

1．なかった 52 人 26.0％

図表 7　教室外の活動の有無

人数 比率

合宿 42 人 21.0％ 

ＯＢ会／ＯＧ会 21 人 10.5％

地域貢献・社会貢献の取り組み 18 人 9.0％ 

企業や工場などの訪問・見学 18 人 9.0％ 

他大学のゼミとの交流 18 人 9.0％ 

学園祭での発表や出店 17 人 8.5％ 

学外コンテストやイベントへの挑戦 12 人 6.0％

その他 15 人 7.5％ 

図表 8　教室外の活動内容
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＜平均 3.4 ＞ 人数 比率

5．大いに感じる 43 人 21.5％ 

4．感じる 63 人 31.5％ 

3．どちらともいえない 42 人 21.0％ 

2．あまり感じない 25 人 12.5％ 

1．感じない 27 人 13.5％ 

図表 9　アクティブ・ラーニングとしての認識 16

＜平均 2.8 ＞ 人数 比率

5．かなりハードであった 13 人 6.5％

4．ややハードであった 55 人 27.5％ 

3．どちらとも言えない 38 人 19.0％ 

2．あまりハードでなかった 58 人 29.0％ 

1．ハードでなかった 36 人 18.0％

図表 10　ハードさ

＜平均 2.9 ＞ 人数 比率

5．かなり忙しかった 15 人 7.5％ 

4．やや忙しかった 64 人 32.0％ 

3．どちらとも言えない 35 人 17.5％ 

2．あまり忙しくなかった 52 人 26.0％ 

1．忙しくなかった 34 人 17.0％

図表 11　忙しさ

＜平均 3.7 ＞ 人数 比率

5．大変満足 30 人 15.0％ 

4．満足 97 人 48.5％ 

3．どちらともいえない 51 人 25.5％ 

2．不満 18 人 9.0％ 

1．大変不満 4 人 2.0％

図表 12　総体評価

＜平均 3.4 ＞ 人数 比率

5．大いに成長した 20 人 10.0％ 

4．成長した 92 人 46.0％ 

3．どちらともいえない 53 人 26.5％ 

2．あまり成長しなかった 27 人 13.5％ 

1．成長しなかった 8 人 4.0％ 

図表 13　成長実感

教室外での活動

アクティブ・ラーニング

ハードさ

忙しさ

総体評価

成長

0 1 2 3 4 5

全国平均

男性

女性・共学

女子大学

図表 14　性別・大学別の比較
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ル
の
総
体
評
価
・
成
長
実
感
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
。
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
教
育
の
充
実
に
向
け
て
一
層
の
奮
起
が
望
ま
れ
る

（
図
表
14
）。

（
２
）
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
全
国
平
均
の
比
較

教
室
外
で
の
活
動
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の

認
識
、
ハ
ー
ド
さ
、
忙
し
さ
、
総
体
評
価
、
成
長
実
感
、
で
当

該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
全
国
平
均
を
凌
駕
し
て
い
た
。
な
お
当
該
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
八
名
、
活
動
は
原
則
週
二
回
で
あ
る
が
繁
忙
期
に

は
三
回
以
上
、
教
室
外
の
活
動
と
し
て
は
、
合
宿
、
Ｏ
Ｇ
会
、

地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
の
取
り
組
み
、
企
業
や
工
場
な
ど
の
訪

問
・
見
学
、
学
園
祭
で
の
出
店
、
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
や
イ
ベ
ン

ト
へ
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
た
（
図
表
15
）。

Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｔ
の
指
標
で
現
状
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
が
「
何
ご
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
」「
学
外
の

様
々
な
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む
」「
人
生
に
役
立
つ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
」「
将
来
に
備
え
て
準
備
す
る
」「
将
来
の
こ
と

を
調
べ
て
考
え
る
」
で
抜
き
ん
で
て
い
た
。
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
行
動
を
重
ん
じ
活
発
に
活
動
し
た
こ
と
が
、
学
生
の
積
極

性
を
喚
起
し
た
（
図
表
16
）。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を
通
じ
て
社
会
人
基
礎
力
が
高
ま
っ
た
か

教室外での活動

アクティブ・ラーニング

ハードさ

忙しさ

総体評価

成長

0 1 2 3 4 5

全国平均

当該ゼミナール

図表 15　当該ゼミナールと全国平均の比較

何ごとにも積極的に取り組む

学外の様々な活動に熱心に取り組む

人生に役立つスキルを身につける

将来に備えて準備する

将来のことを調べて考える

様々な観点から物事を見られる人間になる

様々な人に出会い人脈を広げる

尊敬する人に会える場に積極的に参加する

将来のビジョンを明確にする

将来、具体的に何をやりたいかを見つける

将来の夢をはっきりさせ目標を立てる

自分が本当にやりたいことを見つける

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

全国平均　　　当該ゼミナール

図表 16　CAVT
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を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
柔
軟
性
（
意
見
の
違
い
や
立
場

の
違
い
を
理
解
す
る
力
）、
傾
聴
力
（
相
手
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
く
力
）、
状

況
把
握
力
（
自
分
と
周
囲
の
人
々
や
周
囲
の
物
事
と
の
関
係
性
を
理
解
す
る

力
）、
主
体
性
（
物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
力
）、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

力
、
規
律
性
（
社
会
の
ル
ー
ル
や
人
と
の
約
束
を
守
る
力
）
で
抜
き
ん
で
て

い
た
。
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
メ
ン
バ
ー
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る
場
面
が
多

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
（
図
表
17
）。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
を
通
じ
て
そ
の
他
の
意
欲
・
ス
キ
ル
・
能
力
が
高
ま
っ

た
か
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
好
奇
心
（
新
し
い
も
の
へ

の
好
奇
心
や
進
取
の
精
神
）、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
（
社
会
や
企
業
を
変

革
し
て
い
く
意
欲
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
（
様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦

す
る
意
欲
）、
人
間
に
対
す
る
信
頼
感
（
他
者
を
信
頼
す
る
気
持
ち
）、
未
来

に
対
す
る
期
待
感
（
未
来
を
創
造
し
て
い
く
ワ
ク
ワ
ク
感
）、
キ
ャ
リ
ア
意

識
（
働
く
こ
と
に
対
す
る
意
欲
）、
競
争
意
欲
（
他
人
や
他
の
チ
ー
ム
に
負

け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
）
で
抜
き
ん
で
て
い
た
。
社
会
や
企
業
を
変
革

し
て
い
く
意
欲
を
植
え
つ
け
、
何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
促
し
た

こ
と
が
未
来
志
向
の
前
向
き
な
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
反
面
、
専
門
分

野
の
理
解
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
分
野
に
お
け
る
専
門
知
識
）
で
は
全
国
平
均
に

僅
か
で
あ
る
が
劣
後
し
た
。
専
門
分
野
に
関
し
て
も
、
テ
キ
ス
ト
の
輪
読
や

レ
ポ
ー
ト
の
執
筆
な
ど
通
常
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
同
等
の
レ
ベ
ル
で
は
行
っ
た

と
自
負
し
て
い
る
が
、
多
彩
な
活
動
に
紛
れ
て
学
生
に
と
っ
て
の
印
象
が
薄

全国平均　　　当該ゼミナール

柔軟性

傾聴力

状況把握力

主体性

ストレスコントロール力

規律性

問題発見力

発信力

実行力

創造力

計画力

働きかけ力

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5

図表 17　社会人基礎力
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く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
（
図
表
18
）。

   （
３
）
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
て
成
長
し
た
こ
と

学
生
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
向
上
力
が
身
に
つ
い
た
。
例
え
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
企
業
へ
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
際
に
、
常
に
プ
ラ
ス
・
ア

ル
フ
ァ
ー
、
更
に
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
あ
っ
た
が
、

授
業
や
コ
ン
テ
ス
ト
で
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
上
達
し
た
」「
個
人
と
し
て
の
行
動
で
あ
っ
て
も
チ
ー
ム
全

体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
の
貢
献
が
そ
の
ま
ま
チ
ー
ム
に
活

き
る
こ
と
を
実
感
し
た
」「
本
屋
で
ビ
ジ
ネ
ス
誌
を
読
ん
だ
り
、
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ト
展
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
交
じ
っ
て
講
義
を
聴
い
た
り
、
日
経
Ｍ
Ｊ
を

自
宅
で
購
読
し
た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
今
ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
皆
を
支
え
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
あ
り
方
を
学
ん
だ
」「
他
者
と
協
力
し
て
成
し
遂
げ
る
こ
と
の
や
り
が
い

を
感
じ
た
」「
チ
ー
ム
内
で
の
人
間
力
も
鍛
え
ら
れ
た
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
ず
っ
と
人
に
つ
い
て
考
え
続
け
た
」

「
た
く
さ
ん
の
事
柄
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
は
抵
抗
が
あ
っ
た
が
今
で
は
同
時
に
複
数
の
こ
と
を
こ
な
し
た
い
と
い

う
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
」

図表 18　その他のスキル・意欲・能力

全国平均　　　当該ゼミナール

好奇心

イノベーション意欲

チャレンジ精神

人間に対する信頼感

未来に対する期待感

キャリア意識

競争意識

読書意欲

コミュニケーション能力

人間力

タフネス

学習意欲

プレゼンテーション能力

ビジネス・マナー

リーダーへの意欲

リーダーシップ

自己効力感

専門分野の理解

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5
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同
時
並
行
的
に
複
数
の
案
件
を
こ
な
す
中
で
自
律
的
な
行
動
を
心
が
け
、

否
が
応
で
も
本
音
で
ぶ
つ
か
り
合
う
中
で
集
団
内
で
の
身
の
処
し
方
を
体
得

し
、
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
発
信
力
を
身
に
つ

け
、
一
歩
一
歩
成
長
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

（
４
）
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

学
生
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
皆
を
ま
と
め
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
、
意
見
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

公
平
に
調
整
す
る
こ
と
が
最
初
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
経
験
を

重
ね
る
う
ち
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
仕
方
、
人
を
ま
と
め
る
こ
と
は
特
に
困
難
で
あ
っ
た
。
乗
り
越
え
ら
れ
た

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
自
分
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
の
仕
方
を
考
え
、

メ
ン
バ
ー
の
性
格
や
チ
ー
ム
の
状
況
に
合
わ
せ
た
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
が

一
番
で
あ
る
と
感
じ
た
。
チ
ー
ム
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
見
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
時
間
管
理
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
し
か
し
、
複
数
の
案
件
を
同
時

に
行
う
こ
と
で
、
メ
ン
タ
ル
面
で
は
強
く
な
っ
た
。
皆
の
「
頼
り
な
よ
」
の

一
言
で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
、
や
り
抜
こ
う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち

に
な
っ
た
」「
就
職
活
動
が
始
ま
り
メ
ン
バ
ー
が
全
員
集
ま
り
づ
ら
く
な
っ

た
が
、
い
る
メ
ン
バ
ー
で
進
め
よ
う
と
い
う
自
主
性
が
生
ま
れ
た
」「
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
決
め
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
議
論
の
時
間
が
あ

ま
り
取
れ
な
か
っ
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
効
率
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
っ

た
」「
リ
ー
ダ
ー
役
と
メ
ン
バ
ー
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

ど
う
チ
ー
ム
に
働
き
か
け
る
か
、
出
し
ゃ
ば
り
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て

思
い
を
行
動
に
移
せ
な
い
場
面
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
の
反
省
会
で
、

ゼ
ミ
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
し
っ
か
り
意
見
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
え
た
」

様
々
な
案
件
を
様
々
な
役
割
で
乗
り
切
る
こ
と
に
よ
り
、
各
人
各
様
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
見
つ
け
て
い
っ
た
。
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
自
分
と
向
き
合

い
、
時
と
し
て
挫
折
感
・
無
力
感
を
味
わ
う
こ
と
も
あ
る
が
、
成
長
の
過
程

と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

６
．
知
見

本
論
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
な
知
見
を
得
た
。

第
一
に
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
」
と
し

て
学
生
時
代
に
お
け
る
人
材
育
成
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
提
示
し
た
。

女
性
が
管
理
職
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
学
卒
時
の
就
業
継
続
意
識
の
高

さ
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
教
育
そ
の
も
の
が
女

性
の
人
材
に
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
女
性
人
材
の
育
成
に
向
け
て
企

業
が
大
学
教
育
に
期
待
す
る
骨
太
な
人
間
教
育
の
多
く
は
、
教
員
と
学
生
の

距
離
感
が
近
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
こ
そ
実
現
可
能
で
あ
り
、
中
央
教
育
審
議
会

が
推
奨
す
る
能
動
的
学
修
（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
実
践
の
場
と
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し
て
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
に
関
す
る
事
例
研
究
が
積
み
上
が
っ
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

第
二
に
、
今
回
実
施
し
た
「
大
学
三
年
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
に
関
す
る
意

識
調
査
」
か
ら
全
国
の
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動
状
況
の
傾
向
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
人
数
は
平
均
11
．6
人
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
活
動

は
原
則
週
一
回
が
88
％
で
あ
っ
た
。
教
室
外
の
活
動
は
「
大
い
に
あ
っ
た
」

が
13
．0
％
、「
や
や
あ
っ
た
」
が
29
．5
％
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
合
宿
が

21
．0
％
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
10
．57
％
、
地
域
貢
献
や
社
会
貢
献
の
取
り
組

み
が
9
．0
％
、
企
業
や
工
場
な
ど
の
訪
問
・
見
学
が
9
．0
％
、
他
大
学
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
の
交
流
が
9
．0
％
、
学
園
祭
で
の
発
表
や
出
店
が
8
．5
％

で
あ
っ
た
。
教
室
外
の
活
動
は
思
い
の
ほ
か
少
な
か
っ
た
。
五
段
階
評
価
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
認
識
は
3
．4
、
ハ
ー
ド
さ
は
2
．8
、

忙
し
さ
は
2
．9
、
総
体
評
価
は
3
．6
、
成
長
実
感
は
3
．4
で
あ
っ
た
。

第
三
に
、
Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部
の
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、「
日
本
一
の

ゼ
ミ
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う
高
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
ス
タ
デ
ィ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
リ
サ
ー
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
リ
ア
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ベ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
多
彩
な
活

動
を
、
同
時
並
行
的
に
能
力
以
上
の
負
荷
を
か
け
、
運
営
方
法
に
も
工
夫

（
例: 

毎
回
席
替
え
し
て
の
ペ
ア
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
徹
底
、
案
件

ご
と
輪
番
の
リ
ー
ダ
ー
制
や
毎
月
の
個
人
面
接
）
を
凝
ら
し
な
が
ら
行
っ
た

結
果
、
学
生
は
高
い
総
体
評
価
、
成
長
実
感
を
得
て
い
た
。
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｔ
の
指

標
で
は
、「
何
ご
と
も
積
極
的
に
取
り
組
む
」「
学
外
の
様
々
な
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
む
」「
人
生
に
役
立
つ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
」、
社
会
人
基
礎
力

で
は
、
柔
軟
性
（
意
見
の
違
い
や
立
場
の
違
い
を
理
解
す
る
力
）、
傾
聴
力

（
相
手
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
く
力
）、
状
況
把
握
力
（
自
分
と
周
囲
の
人
々
や

周
囲
の
物
事
と
の
関
係
性
を
理
解
す
る
力
）、
主
体
性
（
物
事
に
進
ん
で
取

り
組
む
力
）、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
、
規
律
性
（
社
会
の
ル
ー
ル
や

人
と
の
約
束
を
守
る
力
）、
そ
の
他
の
意
欲
・
ス
キ
ル
・
能
力
で
は
、
好
奇

心
（
新
し
い
も
の
へ
の
好
奇
心
や
進
取
の
精
神
）、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
欲

（
社
会
や
企
業
を
変
革
し
て
い
く
意
欲
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
（
様
々
な
こ
と

に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
意
欲
）、
人
間
に
対
す
る
信
頼
感
（
他
者
を
信
頼
す

る
気
持
ち
）、
未
来
に
対
す
る
期
待
感
（
未
来
を
創
造
し
て
い
く
ワ
ク
ワ
ク

感
）、
キ
ャ
リ
ア
意
識
（
働
く
こ
と
に
対
す
る
意
欲
）、
競
争
意
欲
（
他
人
や

他
の
チ
ー
ム
に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
）
な
ど
が
高
い
数
値
と
な
り
、

企
業
が
女
性
人
材
の
育
成
に
向
け
て
大
学
教
育
に
期
待
す
る
骨
太
の
人
間
教

育
を
女
子
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
果
た
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

　７
．
今
後
の
課
題

今
後
の
課
題
も
以
下
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

第
一
に
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た
企
業
と
大
学
の
対
話
の
促
進
で
あ

る
。「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
」
を
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
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る
人
材
育
成
の
基
礎
固
め
の
時
期
と
認
識
す
る
な
ら
ば
、
企
業
と
大
学
と
の

対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
不
足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
藤
村
は
、
真
の
課
題
が
現
場
の
実
態
に
即
し
形
で
示
さ
れ
ず
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
的
な
言
葉
ば
か
り
が
踊
っ
て
い
る
現
状17
を
憂
い
、
企
業
と
大
学
の
本
音

ベ
ー
ス
で
の
連
携
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
（
藤
村
、2012: 20

）。
神

田
は
男
女
共
同
参
画
時
代
の
女
性
人
材
育
成
に
お
い
て
組
織
化
さ
れ
た
学

習
・
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
て
お
り
（
神
田
、2011: 11

）、
女
性
の
人

材
育
成
・
力
量
形
成
に
お
け
る
組
織
化
さ
れ
た
学
習
・
教
育
の
た
め
に
、
大

学
と
企
業
の
間
で
踏
み
込
ん
だ
対
話
を
も
っ
と
重
ね
て
い
く
べ
き
も
の
と
考

え
る
。

第
二
に
、
女
子
大
学
な
ら
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
あ
り
方
の
進
化
で
あ
る
。

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
が
根
強
く
存
在
す
る
中
、
女
子
大
学
は
女
子
学

生
だ
け
の
大
学
な
の
で
男
子
学
生
に
遠
慮
せ
ず
全
て
自
分
達
だ
け
で
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
む
の
に
適
し
て
い
る
、
と
い
う

意
見
が
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
（
朝
日
新
聞
、2009: 25

、
週
刊
東
洋
経
済
、

2011: 69

）
が
、
三
宅
は
女
子
大
学
と
共
学
大
学
と
い
う
差
異
よ
り
も
、
大

学
教
員
か
ら
高
い
期
待
を
受
け
る
ほ
ど
自
己
効
力
感
が
高
ま
り
、
自
己
効
力

感
が
高
い
女
子
学
生
ほ
ど
将
来
の
必
要
時
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
自
信
が
有
意
に
強
ま
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
三
宅
、2009: 

28

）。
す
な
わ
ち
、
単
に
女
子
大
学
で
学
生
生
活
を
過
ご
す
だ
け
で
無
意
識

的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
身
に
つ
く
訳
で
は
な
く
、
大
学
教
員
が
期
待
を
寄

せ
、
自
己
効
力
感
を
高
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
自
信
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
男
子
学
生
の
い
な
い
中
、
女
子
大
学
に
お
け

る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
女
子
学
生
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
縦
横
無
尽
の
発

揮
や
大
学
教
員
の
き
め
細
か
な
指
導18
に
よ
る
自
己
効
力
感
の
醸
成
な
ど
、
女

性
人
材
育
成
の
場
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
女
性
の
活
躍
推

進
を
意
識
し
た
女
子
大
学
に
お
け
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
の
一
層
の
進
化
が
望

ま
れ
る
。

第
三
に
、
当
該
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
不
断
の
改
善
で
あ
る
。
上
記
の
通
り
、
学

生
か
ら
は
概
ね
高
い
評
価
を
得
た
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
認
識
し

て
い
る
。
学
外
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
挑
戦
は
題
材
も
適
切
で
、
競
争
意
識
を

も
っ
て
計
画
的
に
取
り
組
み
や
す
い
と
い
う
利
点
を
有
す
る
が
、
受
賞
そ
の

も
の
が
目
的
化
す
る
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
プ
ロ
セ
ス

か
ら
の
学
び
を
も
っ
と
仕
組
み
化
す
る
こ
と
の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。
次

年
度
以
降
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
リ
ア
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案
件
増
加

（
社
会
貢
献
案
件
や
地
域
連
携
案
件
へ
の
取
り
組
み
）
や
案
件
管
理
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
（Plan-D

o-C
heck-A

ction

）
サ
イ
ク
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

８
．
お
わ
り
に

本
論
で
は
Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部
で
筆
者
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
題
材

に
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
て
大
学
教
育
が
果
た
し
う
る
可
能
性
に
つ
い
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て
考
察
し
た
。「
日
本
一
の
ゼ
ミ
を
目
指
そ
う
！
」
と
い
う
高
い
ビ
ジ
ョ
ン

を
掲
げ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
と
も
言
う
べ
き
能
力
以
上
の
案

件
を
同
時
並
行
で
複
数
こ
な
す
こ
と
を
課
し
つ
つ
、
運
営
方
法
に
も
き
め
細

か
な
工
夫
（
例

：

毎
回
席
替
え
し
て
の
ペ
ア
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
徹

底
、
案
件
ご
と
輪
番
の
リ
ー
ダ
ー
制
や
毎
月
の
個
人
面
接
）
を
凝
ら
し
な
が

ら
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
運
営
を
行
っ
た
結
果
、
学
生
は
高
い
満
足
度
、
成
長
実
感
を

得
て
い
た
。
社
会
人
基
礎
力
で
は
柔
軟
性
、
傾
聴
力
、
状
況
把
握
力
、
主
体

性
、
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
、
規
律
性
、
そ
の
他
の
意
欲
・
ス
キ
ル
・

能
力
で
は
、
好
奇
心
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
意
欲
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
人
間

に
対
す
る
信
頼
感
、
未
来
に
対
す
る
期
待
感
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
、
競
争
意
欲

な
ど
が
全
国
平
均
と
比
べ
て
傑
出
し
て
お
り
、
企
業
が
女
性
人
材
の
育
成
に

向
け
て
大
学
教
育
に
期
待
す
る
骨
太
の
人
間
教
育
を
女
子
大
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
が
果
た
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

こ
こ
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
り
組
ん
だ
学
外
コ
ン
テ
ス

ト
で
リ
ー
ダ
ー
役
を
果
た
し
た
学
生
の
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。「
リ
ー
ダ
ー

の
立
場
に
立
ち
、
今
ま
で
如
何
に
周
り
の
人
に
頼
り
切
っ
て
い
た
の
か
を
実

感
し
た
。
以
前
は
自
分
が
一
番
大
切
で
、
自
分
を
優
先
し
て
い
た
が
、
周
り

の
人
を
優
先
と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
た
。
終
盤
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
辛
い
思

い
を
し
て
い
る
人
は
い
な
い
か
？

　
ど
ん
な
思
い
な
の
か
？

　
そ
う
い
う
心

配
り
が
少
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
皆
が
心
配

し
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
そ
し
て
私
を
立
て
て
く
れ
た
。
そ
う
し
て
や
っ
と
行

動
し
て
い
る
自
分
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
り
し
た
。
ま
だ
ま
だ
だ
な
と
思
う
。

こ
の
経
験
は
す
べ
て
に
生
き
て
く
る
は
ず
だ
。
辛
か
っ
た
が
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
う
」
と
、
ま
さ
に
、
集
団
の
中
で
う
ま
く
い
か
な
い
経
験
に
遭
遇
し

な
が
ら
も
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
た
。
学
生
達
は
自
発
的
に
行
動
を
起
こ

し
、
案
件
が
終
わ
る
と
自
主
的
に
反
省
会
を
開
き
、
改
善
す
べ
き
点
を
本
音

で
語
り
合
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
企
業
が
忌
避
す
る
「
ひ
弱
で
受
け
身
で

馴
れ
合
う
」
女
性
人
材
の
姿
は
な
か
っ
た
。

筆
者
の
問
題
意
識
は
、
単
に
組
織
の
管
理
職
候
補
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
未
来
の
社
会
を
切
り
拓
き
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
り

出
し
て
い
く
元
気
と
勇
気
の
あ
る
人
材19
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
今

後
と
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
大
学
教
育
の
更
な
る
可
能
性
を
模
索

し
て
い
き
た
い
。

■
注

1 

日
本
の
女
子
教
育
の
先
駆
者
で
あ
る
下
田
歌
子
が
「
女
性
が
社
会
を
変
え

る
、
世
界
を
変
え
る
」
と
い
う
想
い
で
一
八
九
九
年
に
創
立
し
た
実
践
女

子
大
学
は
、「
品
格
高
雅
に
し
て
自
立
自
営
し
う
る
女
性
の
育
成
」
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。（
実
践
女
子
大
学
の
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

2 

筆
者
は
二
十
八
年
間
に
わ
た
る
企
業
で
の
勤
務
を
経
て
二
〇
一
二
年
に
大

学
教
員
に
転
身
し
た
。
企
業
で
は
営
業
・
企
画
・
事
務
・
海
外
・
秘
書
・
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人
事
・
研
修
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
経
験
し
て
き
た
。

3 
永
瀬
・
山
名
は
女
性
が
管
理
職
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
学
卒
時
の

就
業
継
続
意
識
も
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
更
に
就
業
意
識
を
高
め
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
も
示
唆
し
て
い
る
（
永
瀬
・
山
名
、2012: 

103

）。
筆
者
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
が
女
性
の
人
材
育
成
に
資
す
る
役
割

を
し
っ
か
り
と
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

4 

中
村
は
こ
れ
か
ら
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
視
点
と
方
法
と
し
て
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方
が
重
要
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
（
中
村
、2009: 2

）。

5 

Ｇ
女
子
大
学
Ｉ
学
部
は
二
〇
〇
五
年
に
開
設
さ
れ
た
定
員
六
十
名
の
小
さ

な
学
部
で
あ
る
が
、
実
践
的
な
英
語
力
、
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
国
際
社
会
で
自
立
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
お
よ
び

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
確
か

な
教
育
実
績
を
残
し
て
い
る
（
深
谷
、2012: 125-138
、
安
齋
、2013: 

57-72

）。

6 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は
、
将
来
に
向
け
て
、
ど
の
く
ら
い
熱
心
に
積
極
的
に
行
動
を

し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
」
項
目
群
と
、
将
来
に
向
け
た

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
夢
、
や
り
た
い
こ
と
な
ど
を
、
ど
の
く
ら
い
明
確
に
し
て

い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
か
を
測
定
す
る
「
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
」
項
目
群
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

7 

社
会
人
基
礎
力
は
、「
前
に
踏
み
出
す
力
」「
考
え
抜
く
力
」「
チ
ー
ム
で

働
く
力
」
と
い
う
三
つ
の
力
と
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
「
主
体
性
」「
課

題
発
見
力
」「
発
信
力
」
と
い
っ
た
十
二
の
具
体
的
な
能
力
要
素
の
こ
と

を
指
す
（
経
済
産
業
省
、2010: 2

）。

8 

当
時
（
二
〇
一
三
年
度
）
の
呼
称
は
「
人
的
資
源
管
理
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
」
で
あ
っ
た
が
、
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
目
指
す
べ
き

社
会
像
を
描
く
知
的
な
構
想
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

二
〇
一
四
年
四
月
か
ら
「
社
会
デ
ザ
イ
ン
論
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
改
名
し
た
。

思
考
力
・
行
動
力
・
創
造
力
を
身
に
つ
け
、「
社
会
を
変
え
る
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
創
る
、
自
分
を
磨
く
」
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
か
ら
の
「
社
会
」
や

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
如
何
に
「
デ
ザ
イ
ン
」
す
る
か
を
探
求
し
て
い
る
。

9 

観
光
ま
ち
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

（
主
催

：

大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
運
営
協
議
会
、
後
援

：

観
光
庁
・
文
部
科
学
省
・
総
務
省
・
経
済
産
業
省
な
ど
）。

11 

学
生
の
起
業
家
マ
イ
ン
ド
（
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
物
の

見
方
や
考
え
方
を
す
る
た
め
の
創
造
力
や
判
断
力
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
す

る
た
め
に
必
要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
決
断
力
、
そ
し
て
人
を
説
得
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
）
の
醸
成
を
目
的

と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催

：

公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
、
共
催

：

東
京
都
）。

11 
当
該
学
年
は
四
年
次
に
学
生
の
、
学
生
に
よ
る
、
学
生
の
た
め
の
出
版
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
あ
る
「
出
版
甲
子
園
」（
主
催

：

出
版
甲
子
園
実
行

委
員
会
）
で
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
次
年
度
の
安
齋
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
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生
も
三
年
次
に
、「
大
学
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」（
東
日
本
ス

テ
ー
ジ
）「
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
最
優
秀
賞
」、「
Ｎ
Ｒ
Ｉ
学
生
小
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催

：

野
村
総
合
研
究
所
）「
特
別
審
査
委
員
賞
」、「
群

馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
」（
主
催

：

上
毛
新
聞
社
）
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
部
門
（
大
学
生
の
部
）
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
進
出
な
ど
の
確
か
な

実
績
を
残
し
て
い
る
。

12 

こ
の
ほ
か
年
間
を
通
じ
て
他
の
二
つ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
共
に
行
政
と
連
携

し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
に
も
取
り
組
ん
だ
（
群
馬
県
生
活
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
人
権
男
女
共
同
参
画
課
、2014
）。

13 

企
業
研
修
の
講
師
や
大
学
教
員
と
し
て
の
経
験
則
か
ら
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
ペ
ア
、
グ
ル
ー
プ
、
全
体
と
順
を
追
っ
て
広
げ
て
い
く
の
が
有

効
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

14 

部
下
が
「
自
分
の
た
め
に
時
間
を
と
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
上
司

の
行
動
と
し
て
、「
部
下
と
定
期
的
に
話
し
て
い
る
」「
部
下
に
期
待
す
る

役
割
を
伝
え
て
い
る
」「
部
下
の
成
功
や
成
長
を
支
援
し
て
い
る
」「
部
下

の
価
値
観
を
理
解
し
て
い
る
」「
部
下
を
や
る
気
に
さ
せ
る
提
案
や
要
望

を
し
て
い
る
」「
話
し
や
す
い
・
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で
あ
る
」「
自
分

の
考
え
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
部
下
の
考
え
も
尋
ね
て
い
る
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
（
粟
津
、2013

）。
筆
者
は
企
業
で
の
経
験
も
踏
ま
え
こ
う

し
た
行
動
を
心
が
け
て
お
り
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
会
認
定
）
の
資
格
も
有
し
て

い
る
。

15 

男
性
12
．
2
人
、
女
性
共
学
、
11
．
1
人
、
女
子
大
学
11
．
8
人
と
性
別
・

大
学
に
よ
る
違
い
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

16 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
定
義
と
し
て
「
教
員
に
よ
る
一
方
的
な
講

義
形
式
の
教
育
と
は
異
な
り
、
学
修
者
の
能
動
的
な
学
修
へ
の
参
加
を
取

り
入
れ
た
教
授
・
学
習
方
法
の
総
称
で
す
。（
学
修
者
が
能
動
的
に
学
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知
的
、
倫
理
的
、
社
会
的
能
力
、
教
養
、
知
識
、

経
験
を
含
め
た
汎
用
的
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
発
見
学
習
、
問
題
解

決
学
習
、
体
験
学
習
、
調
査
学
習
等
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
教
室
内
で
の
グ

ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
等

も
有
効
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。）」
と
提
示
し
た
上
で
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
場
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
か
質
問
し
た
。

17 

藤
村
は
、
企
業
が
即
戦
力
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
資
格
取
得
に
走
る
学

生
を
例
に
、
企
業
が
本
当
に
求
め
て
い
る
の
は
、
資
格
を
持
っ
た
学
生
で

は
な
く
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
自
ら
動
い
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
有
す

る
人
材
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
藤
村
、2012: 20

）。

18 
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
尊
敬
す
べ
き
師
と
の
知
的
共
同
体
で
あ
り
、
緊
密
な
結

び
つ
き
は
時
に
生
活
指
導
に
ま
で
至
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
寺
崎
、

1999: 186
）。

19 

大
学
と
は
根
源
的
に
は
「
人
生
の
意
義
」
と
「
自
己
の
陶
冶
」
に
対
す
る
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「
問
い
か
け
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
答
」
を
探
し
求
め
る
場
で
あ
り
、
時

代
の
流
れ
を
き
ち
ん
と
見
つ
め
て
自
律
的
な
批
判
的
な
目
を
持
っ
て
い
る

人
物
を
育
成
す
る
こ
と
が
社
会
や
企
業
の
縁
の
下
を
支
え
う
る
と
い
う
田

村
の
見
解
（
田
村
、2012: 163-165

）
に
賛
同
し
て
い
る
。
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